
7章
子どものICT利用

ポイント

1節

● 自分専用の端末としてのスマートフォン所有率は中学3年生で9割を超える（資料7-1）。
● 利用している端末は中学1年まではタブレットがトップ、中学2年でスマートフォンがタブレットを抜く
（資料7-3）。

● スマートフォン所有開始年齢　地域別は関西が最も早く9.8歳（資料7-８）。

子どものICT端末所有状況
子どもが利用・所有している端末
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[資料7-1] 自分専用の端末として子どもが所有している携帯電話の種類
 [学年別]（単一回答）
[資料7-2] 利用している携帯電話の種類[学年別]（単一回答）
[資料7-3] 利用している端末の種類[学年別]（複数回答）
[資料7-4] 所有している携帯電話の種類[地域別]（複数回答）
[資料7-5] 所有している携帯電話の種類の年次推移[学年別]
 （複数回答）
[資料7-6] 利用している携帯電話の種類[地域別]（複数回答）
[資料7-7] 利用している携帯電話の種類の年次推移[学年別]
 （複数回答）

[資料7-8] スマートフォン所有開始年齢[地域別]（複数回答）
[資料7-9] スマートフォンの所有開始年齢[性別](単一回答)
[資料7-10] スマートフォン使い始め理由[性別]（複数回答）
[資料7-11] インターネット利用時間[学年別]（複数回答）
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本章では、調査対象を小中学生やその保護者としている
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自分専用の端末として子どもが所有している携帯電話の種類[学年別]（単一回答）
● スマートフォン所有率は中学生では7割を超え、中学3年では約9割を超える。[資料7-1]

注1：小中学生の保護者が回答。
注2：「スマートフォン」はキッズスマホ、iPhone、Android スマートフォンを集計。
注3：「キッズケータイ」はフィーチャーフォンを含め集計。
注4：「スマートフォン」と「キッズケータイ」をどちらも所有している場合は、スマートフォン所有として集計。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

スマートフォン キッズケータイ 携帯電話未所有

小学1年生(n=135)

小学2年生(n=127)

小学3年生(n=160)

小学4年生(n=140)

小学5年生(n=153)

小学6年生(n=145)

中学1年生(n=140)

中学2年生(n=144)

中学3年生(n=156)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

22

1111 44 8484

1313 66 8080

2929 1313 5858

3434 99 5656

4141 1313 4646

6262 33 3535

7575 44 2121

8181 11 1919

9292 11 77
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利用している携帯電話の種類[学年別]（単一回答）
● スマートフォン、キッズケータイ利用は小学生低学年で4割を超え、3年では６割を超える。
● スマートフォン利用率は小学6年生で7割を超え、中学１年では約9割となる。

[資料7-2]

注1： 家族などで共有しているものを含め、子どもが利用している機器の有無を小中学生の保護者が回答。
注2：「スマートフォン」はキッズスマホ、iPhone、Android スマートフォンを集計。
注3：「キッズケータイ」はフィーチャーフォンを含め集計。
注4： 「スマートフォン」と「キッズケータイ」をどちらも利用している場合は、スマートフォン利用として集計。
出典 : 2024 年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

スマートフォン キッズケータイ 携帯電話未利用

小学1年生(n=135)

小学2年生(n=127)

小学3年生(n=160)

小学4年生(n=140)

小学5年生(n=153)

小学6年生(n=145)

中学1年生(n=140)

中学2年生(n=144)

中学3年生(n=156)

4141 66 5353

773737 5656

5454 1111 3535

6161 99 3030

6161 1616 2323

7474 66 2020

8787 44 99

9090 11 99

9595 11 44

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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利用している端末の種類[学年別]（複数回答）
● 中学１年まではタブレット利用が最も高く、7～8割。
● 中学２年以降はスマートフォン利用がタブレット利用を超える。

[資料7-3]

注1：小中学生の保護者が回答。
注2：「スマートフォン」はキッズスマホ、iPhone、Android スマートフォンを集計。
注3：「キッズケータイ」はフィーチャーフォンを含め集計。
注4：「スマートフォン」と「キッズケータイ」をどちらも所有している場合は、スマートフォン所有として集計。
注5：タブレット、パソコンは学校から貸与されたものを含んで集計。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

小学1年生
(n=135)

小学2年生
(n=127)

小学3年生
(n=160)

小学4年生
(n=140)

小学5年生
(n=153)

小学6年生
(n=14)

中学3年生
(n=156)

中学2年生
(n=144)

中学1年生
(n=140)

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

7171
7878 7575

8282 6969

8282 8080

6363

7474

44 33 11

3535
3838

4444 4343

6868

7676

9090 9393

5353

2020
3636

3131 4141 4444
3838

5656

4545

3737

66

1616 3030
2323

3232 1818

スマートフォン利用 パソコン利用 タブレット利用 キッズケータイ利用
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[資料7-4]
所有している携帯電話の種類[地域別]（複数回答）
● 関東、東海、近畿、中国・四国はスマートフォンが５割を超える。
● 北陸・甲信越はスマートフォン所有率が最も低く約３割。
● キッズケータイ所有は全体で約１割。

注1：小中学生の保護者が回答。
注2：タブレット、パソコンは学校から貸与されたものを含んで集計。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

スマートフォン　 キッズケータイ

合計
(n=1,300)

北海道・東北
(n=140)

関東
(n=430)

北陸・甲信越
(n=80)

東海
(n=170)

近畿
(n=210)

中国・四国
(n=110)

九州・沖縄
(n=160)

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

4444

5252

2828

5151
5555

5353

4646
5050

555
888

111111
666

444

101010 999
777
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所有している携帯電話の種類の年次推移[学年別]（複数回答）
● 2021年より小学生のスマートフォン所有率がキッズケータイ所有率を上回り、現在でも上昇傾向。
● 中学生の所有率が約９割となる。

[資料7-5]

注1：関東の小中学生の子どもを持つ保護者が回答。
注2：子どもが所有している機器の有無を保護者が回答。
注3：「キッズケータイ」はフィーチャーフォンを含め集計。
注4：「スマートフォン」と「キッズケータイ」をどちらも所有している場合は、スマートフォン所有として集計。
出典：2018～ 2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

2018年
(n=163)

2019年
(n=97)

2020年
(n=115)

2021年
(n=162)

2022年
(n=195)

2023年
(n=195)

2024年
(n=142)

2018年
(n=164)

2019年
(n=93)

2020年
(n=116)

2021年
(n=163)

2022年
(n=204)

2023年
(n=204)

2024年
(n=144)

2018年
(n=173)

2019年
(n=106)

2020年
(n=123)

2021年
(n=175)

2022年
(n=201)

2023年
(n=201)

2024年
(n=144)
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90%
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5959

4545

5959

4848 4848
4242

3838 3939

1515
1919

2323 2020

1111

スマートフォン携帯電話未所有 キッズケータイ

66 55
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3333
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利用している携帯電話の種類[地域別]（複数回答）
● 関東、東海、近畿、はスマートフォン利用が7割を超える。
● 北海道・東北は最も低く、55%。

[資料7-6]

注1： 小中学生の保護者が回答。
注2：利用率は家族などで共有しているものを含め、子どもが利用している機器の有無を集計。
注3：タブレット、パソコンは学校から貸与されたものを含んで集計。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

スマートフォン　 キッズケータイ

合計
(n=1,300)

北海道・東北
(n=140)

関東
(n=430)

北陸・甲信越
(n=80)

東海
(n=170)

近畿
(n=210)

中国・四国
(n=110)

九州・沖縄
(n=160)

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

5555

7171

5959

7171 7171
6666 6565 6767

99
1212

1515
99

66

1414 1212 1111
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利用している携帯電話の種類の年次推移[学年別]（複数回答）
● スマートフォンの利用率は全年代で上昇傾向。[資料7-7]

注1：関東の小中学生の子どもを持つ保護者が回答。
注2：家族などで共有しているものを含め、子どもが利用している機器の有無を保護者が回答。
注3：「キッズケータイ」はフィーチャーフォンを含め集計。
注4：「スマートフォン」と「キッズケータイ」をどちらも利用している場合は、スマートフォン利用として集計。
出典：2017年子どものケータイ利用に関する調査（訪問面接）、2018～ 2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）
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2017年
(n=173)
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スマートフォン所有開始年齢[地域別]（複数回答）
● 地域別では近畿が所有開始が早く、9.8歳。[資料7-8]

注1： 小中学生の保護者が回答。
注2：左図の利用率は家族などで共有しているものを含め、子どもが利用している機器の有無を集計。
注3：タブレット、パソコンは学校から貸与されたものを含んで集計。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

合計
(n=692)

北海道・東北
(n=63)

関東
(n=244)

北陸・甲信越
(n=29)

東海
(n=92)

近畿
(n=124)

中国・四国
(n=61)

九州・沖縄
(n=79)

11.0歳

10.8歳

10.6歳

10.4歳

10.2歳

10.0歳

9.8歳

9.6歳

9.4歳

9.2歳

10.510.5
10.410.4

10.610.6
10.710.7

9.89.8

10.410.4
10.310.3 10.310.3
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スマートフォンの所有開始年齢[性別](単一回答)
● スマートフォンの所有開始年齢は全体平均で10.4歳に。[資料7-9]

注1：関東の小中学生の子どもを持つ保護者が回答。
注2：子どもが所有している機器の有無を保護者が回答。
出典：2019～ 2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

2019年
(n=128)

2020年
(n=146)

2021年
(n=238)

2022年
(n=282)

2023年
(n=283)

2024年
(n=244)

11.8歳

11.6歳

11.4歳

11.2歳

11.0歳

10.8歳

10.6歳

10.4歳

10.2歳

10.0歳

9.8歳

9.6歳

11.311.3

10.810.8

10.610.6

11.511.5

11.111.1

10.810.8
10.710.7 10.710.7

10.510.5

11.211.2

10.610.6
10.510.5 10.510.5 10.510.5

10.410.4

男子 女子 全体

10.610.6 10.610.6

10.410.4
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スマートフォン使い始め理由[性別]（複数回答）
● いずれも「緊急時の連絡」が最も高く約5割、小学生は「子がいる場所の把握」が第2位。
● 中学生女子は「緊急時の連絡」と「友だちが持ち始めた」が拮抗。

[資料7-10]

注：スマートフォンを持たせている保護者を集計。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

 緊急時の連絡　 子がいる場所の把握 親の働き方が変わったから　 進学または進級
子どもに欲しいと言われたから 友だちが持ち始めた　　 塾や習い事に通い始めた　　 学校や部活、塾で必要

    

男子(n=71) 女子(n=74) 全体(n=145) 男子(n=130) 女子(n=146) 全体(n=276) 男子(n=136) 女子(n=127) 全体(n=263)
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0%

小学生高学年から使い始め 中学生から使い始め小学生低学年から使い始め
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1313
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1313
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3535
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88 99

2525

1919
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4646

2828

33

3131

1717

4343

16161717

5050

2929

44

4040

2424
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2424
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2828

33

3535

2121

3737

1818
2121
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インターネット利用時間[学年別]（複数回答）
● 「勉強以外」は小学生高学年・中学生はスマートフォンがタブレット・パソコンを大きく上回る。
● 「勉強」では、どの学年でもタブレット・パソコンがスマートフォンを上回る。

[資料7-11]

注：小中学生自身が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

小1～小3(n=422) 小4～小6(n=438) 中1～中3(n=440)

スマホ スマホタブレット・パソコン タブレット・パソコン

140分

120分

100分

80分

60分

40分

20分

0分

34.034.0

69.969.9

125.1125.1

37.037.0 40.040.0
33.333.3

4.44.4 8.08.0

20.020.0 20.120.1
24.924.9

30.330.3

勉 強勉強以外
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7章
子どものICT利用

ポイント

2節

● SNS利用状況全国平均は約6割（資料7-17）。
● 毎日スマートフォンやタブレットでゲームを利用　中学生では約6割（資料7-20）。
● 普段の生活で疑問に思ったことについてインターネットで調べたり動画を見る　中学生では「毎日」が約
3割（資料7-23）。

子どものICTサービス利用状況
ICTサービス利用頻度、調べものでのICT利用頻度、文字入力スキル
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[資料7-12] 通話（LINE通話など通話アプリもあわせた通話時間）の利用頻度
 [学年別]（単一回答）
[資料7-13] YouTubeの利用頻度[学年別]（単一回答）
[資料7-14] テレビ番組の視聴頻度[学年別]（単一回答）
[資料7-15] ストリーミングサービスの利用頻度[学年別]（単一回答）
[資料7-16] SNSの利用状況[性・学年別]（複数回答）
[資料7-17] SNSの利用状況[地域別]（単一回答）
[資料7-18] SNSの利用状況の経年変化[学年別]（単一回答）
[資料7-19] SNSのサービス別利用状況年次変化[学年別]（複数回答）
[資料7-20] スマートフォンやタブレットでのゲームの利用頻度[学年別]
 （単一回答）
[資料7-21] 専用ゲーム機で遊ぶ時間[学年別]（単一回答）

[資料7-22] 学校や塾の宿題について、インターネットで調べたり動画を見る
 頻度[学年別]（単一回答）
[資料7-23] 普段の生活で疑問に思ったことについてインターネットで調べたり
 動画を見る頻度[学年別]（単一回答）
[資料7-24] 子どものICTスキル1[学年別]（単一回答）
[資料7-25] 子どものICTスキル2[学年別]（単一回答）
[資料7-26] パソコンでの文字入力年次変化[学年別]（単数回答）
[資料7-27] インターネット（検索、YouTube、オンラインゲーム、LINEなど）
 利用終了時間[学年別]（単一回答）
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208
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210

211
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…………………………………

本章では、調査対象を小中学生やその保護者としている
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通話(LINE通話など通話アプリもあわせた通話時間)の利用頻度[学年別]（単一回答）
● 小学生低学年は約１割、中学生では約4割が毎日通話をしている。[資料7-12]

注：小中学生自身が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

 毎日2時間より多い　 毎日1時間くらい 毎日30分くらい
1日1回より少ない　　 していない

 

小1～小3(n=419)

小4～小6(n=438)

中1～中3(n=439)

0% 20%10% 40%30% 60%50% 80% 90%70% 100%

22 22 55 2727 6464

66 77 1212 3939 3737

1313 1313 1717 4343 1414

モバイル社会白書2025年版

1967章　子どものICT利用



YouTubeの利用頻度[学年別]（単一回答）
● 毎日YouTubeを利用している子どもは小学生は約7割、中学生は約8割。[資料7-13]

注：小中学生自身が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

 毎日2時間より多い　 毎日1時間くらい 毎日30分くらい
1日1回より少ない　　 していない

 

小1～小3(n=419)

小4～小6(n=438)

中1～中3(n=440)

0% 20% 30%10% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2222 3030 1616 1717 1515

2929 3030 1717 1414 1111

3232 3232 1515 1515 77
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テレビ番組の視聴頻度[学年別]（単一回答）
● どの学年も約２割がテレビを視ていない。[資料7-14]

注：小中学生自身が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

0% 20% 30%10% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

 毎日2時間より多い　 毎日1時間くらい 毎日30分くらい
1日1回より少ない　　 視ていない

 

小1～小3(n=420)

小4～小6(n=437)

中1～中3(n=438)

1414 2929 2424 1212 2121

2222 2929 1818 1515 1616

1313 2323 2323 2222 1818
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ストリーミングサービスの利用頻度[学年別]（単一回答）
● 毎日ストリーミングサービス(Netflix・AmazonPrimeなど)を利用しているのは全学年約３割。[資料7-15]

注：小中学生自身が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

0% 20% 30%10% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

 毎日2時間より多い　 毎日1時間くらい 毎日30分くらい
1日1回より少ない　　 視ていない

 

小1～小3(n=191)

小4～小6(n=203)

中1～中3(n=201)

33 1414 99 1919 5454

66 1212 1010 2020 5353

77 1414 1111 2626 4141
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SNSの利用状況[性・学年別]（複数回答）
● 中学生になると約9割がSNSを利用。
● 各SNS全学年で、女子のほうが男子より利用率が高い。

[資料7-16]

注：小中学生自身が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

LINE　 X Instagram　 TikTok  

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%
男子 女子 男子 女子 男子 女子

1818
1212

22 00

小学生高学年(n=437) 中学生(n=438)小学生低学年(n=420)

2525
1818

11 00

4646

2020

66 33

6868

4545

1717

88

8787

4141 3838

2424

9494

6060 6060

2929
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SNSの利用状況[地域別]（単一回答）
● おおむね約6割だが、近畿が最も高く、約7割。
● 北海道・東北は約5割。

[資料7-17]

注1：小中学生自身が回答。
注2：SNSは「LINE」「X」「Instagram」「TikTok」。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

合計
(n=1300)

北海道・東北
(n=140)

関東
(n=430)

北陸・甲信越
(n=80)

東海
(n=170)

近畿
(n=210)

中国・四国
(n=110)

九州・沖縄
(n=160)

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

5454

6262
5959

6565
6868

6565 6363 6363
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SNSの利用状況の経年変化[学年別]（単一回答）
● 小学生高学年が上昇傾向。[資料7-18]

注1：関東の小中学生自身が回答。
注2：SNSは「LINE」「X」「Instagram」「TikTok」。
出典：2018～ 2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

2018年
(n=496)

2019年
(n=312)

2020年
(n=534)

2021年
(n=495)

2022年
(n=588)

2023年
(n=600)

2024年
(n=430)

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

4141

4949
5353

5959 5858
6363

6262

9393

1111
1818 2121

3232
3636

2727
3434

3131
3737

4646
5151 5353

5858

6565
8080

9191 9292 9090 8888

9696

小1～小3 小4～小6 中1～中3 全体
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[資料7-19]
SNSのサービス別利用状況年次変化［学年別］（複数回答）
● 「LINE」は小学生高学年は上昇、小学生低学年・中学生は横ばい。
● 「X」「TikTok」は全学年で横ばい傾向。
● 「Instagram」は小学生高学年、中学生が上昇。

注：関東の小中学生自身が回答。
出典：2018～ 2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

00 00 00 0011 1122 22 22 2233 7755

2323
2828

3939

2828 28282929

2018年
(n=163)

2019年
(n=102)

2020年
(n=115)

2021年
(n=161)

2022年
(n=191)

2023年
(n=195)

2024年
(n=142)

2018年
(n=162)

2019年
(n=102)

2020年
(n=115)

2021年
(n=161)

2022年
(n=201)

2023年
(n=204)

2024年
(n=144)

2018年
(n=171)

2019年
(n=108)

2020年
(n=120)

2021年
(n=173)

2022年
(n=196)

2023年
(n=201)

2024年
(n=144)

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

LINE　 X Instagram TikTok

1010
1818 1818

2222 1919
2525

2020

22 11 11 33
11

66 2020 1717
22 33

1717
1212

3232
3939 4040 4040

4444
4848

6161

44 44 55
99

2929

2121
2525 2626

77 66

3131

1515

小学生高学年 中学生小学生低学年

22

11

7878

8989 8989 8686 8585
9292 9292

1919

3030 3030
4747 4848

4242
4747 4848

4141
4242

5252 5252

2727
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スマートフォンやタブレットでのゲームの利用頻度[学年別]（単一回答）
● 毎日スマートフォンやタブレットでのゲームをする子どもは小学生低学年で４割、高学年で５割を超え、中学生では６割を
 超える。

[資料7-20]

注：小中学生自身が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

0% 20% 30%10% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

 毎日2時間より多い　 毎日1時間くらい 毎日30分くらい
1日1回より少ない　　 見たり使ったりしていない

 

小1～小3(n=420)

小4～小6(n=436)

中1～中3(n=439)

88 1313 2222 2424 3434

1313 1919 2222 1919 2727

2020 2323 1919 1515 2424
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専用ゲーム機で遊ぶ時間[学年別]（単一回答）
● 毎日専用ゲーム機で遊ぶのは、小学生が約5割、中学生は約4割。[資料7-21]

注：小中学生自身が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

0% 20% 30%10% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

 毎日2時間より多い　 毎日1時間くらい 毎日30分くらい
1日1回より少ない　　 見たり使ったりしていない

 

小1～小3(n=420)

小4～小6(n=437)

中1～中3(n=438)

1111 2020 1515 2525 2828

1515 2222 1717 2323 2323

1212 1818 1010 2828 3131
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学校や塾の宿題について、インターネットで調べたり動画を見る頻度[学年別]（単一回答）
● 毎日学校や塾の宿題についてインターネットで調べたり動画を見たりする子どもは小学生高学年約２割、中学生で3割。[資料7-22]

注：小中学生自身が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

0% 20% 30%10% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

 毎日2時間より多い　 毎日1時間くらい 毎日30分くらい
1日1回より少ない　　 見たり使ったりしていない

 

小1～小3(n=418)

小4～小6(n=436)

中1～中3(n=438)

00
11 44 2424 7171

00
44 1212 4141 4343

22 66 2222 4343 2727
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普段の生活で疑問に思ったことについてインターネットで調べたり動画を見る頻度[学年別]（単一回答）
● 小学生高学年は約2割、中学生になると、約3割が毎日利用している。[資料7-23]

注：小中学生自身が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

0% 20% 30%10% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

 毎日2時間より多い　 毎日1時間くらい 毎日30分くらい
1日1回より少ない　　 見たり使ったりしていない

 

小1～小3(n=418)

小4～小6(n=435)

中1～中3(n=437)

11 55 2828 6565

33 1414 4444 3939

44 2727 4646 2323

00

00

00
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子どものICTスキル1[学年別]（単一回答）
● 携帯電電話の文字入力ができる割合は、小学生高学年、中学生は約９割。
● パソコンのキーボード入力は、小学生低学年約４割、高学年約８割、中学生は約９割ができると回答。

[資料7-24]

注：小中学生自身が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

小1～小3(n=417) 小4～小6(n=426)　 中1～中3(n=434) 

携帯電話で文字入力

パソコンのキーボードで文字入力

SNSで見せたい人にだけに情報を送る

スマートフォンやタブレットを、他人が使えないように設定

自作したブログや動画などをインターネットで共有する

プログラミングをしてアプリやシステムを作る

6767
8989

9595

4040
7878

8888

1111
3434

7272

55
1919

4949

33
1515

3838

22
88
1111

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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子どものICTスキル2[学年別]（単一回答）
● 「カメラで写真や動画を撮影」は、小学校低学年でも約9割、中学生はさらに「写真を加工・編集できる」が7割を超える。
● 「インターネットを使って情報を検索」は、小学校低学年で約5割、高学年で約9割。

[資料7-25]

注：小中学生自身が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

小1～小3(n=417) 小4～小6(n=426)　 中1～中3(n=434)  

カメラで写真や動画を撮影

インターネットを使って情報を検索

写真を加工・編集できる

指定されたフォルダへファイルに名前を付けて保存

最新のOSにアップデート

自作したブログや動画などをインターネットで共有する

スマホでQRコード決済

画像のファイルサイズ（容量）の変更ができる

エクセルなどの表計算ソフトでグラフを作成

8585
9090

9696

4646
8585

9393

1515
5050

7171

55
2323

5151

22
1313

4747

33
1515

3838

22
88

3434

00
33

1515

11
1111

2626

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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パソコンでの文字入力年次変化[学年別]（単数回答）
● 2020年から2021年にかけて上昇、以降は横ばい。[資料7-26]

注：関東の小中学生自身が回答。
出典：2018～ 2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

2018年
(n=499)

2019年
(n=317)

2020年
(n=354)

2021年
(n=496)

2022年
(n=588)

2023年
(n=576)

2024年
(n=422)

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

8383 8585

7878

8888 9191 91919090

1818 2020
2323

3939 3939 4141
3737

6262
5858 6969

8484 8787
8383 8484

小１～小３ 小４～小６ 中１～中３
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インターネット(検索、YouTube、オンラインゲーム、LINEなど)利用終了時間[学年別]（単一回答）
● 中学生になると約8割が夜10時頃まで、またはそれ以降までインターネットを利用していると回答。
● 12時以降も1割以上。

[資料7-27]

注：インターネットを利用する小中学生自身が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

夜7時前まで　 夜8時頃まで 夜9時頃まで
夜10時頃まで　　 夜11時頃まで 夜12時以降

  

小1～小3(n=392)

小4～小6(n=422)

中1～中3(n=435)

0% 20%10% 40%30% 60%50% 80% 90%70% 100%

2323 2727 4040 88 22 00

1212 1818 4040 2323 44 33

33 44 1717 4242 2222 1313
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7章
子どものICT利用

ポイント

3節

● 子どものICT利用に関する保護者の期待、すべての学年で「情報を適切に収集する力が身につく」が最も
高く４～５割（資料7-28）。

● ペアレンタルコントロールの利用状況　小学生約8割、中学生は６割強（資料7-36）。
● ペアレンタルコントロールの種類、「閲覧内容のフィルタリング」が最も高く約８割（資料7-38）。

保護者の意識と親子間ルール
子どものICT利用への期待や不安、親子間ルール設定率、親子の連絡頻度、フィルタリング利用率

213

214

215

216

217

…………………………………………………………………

…………………………………………………………………

………………………………………………………

…………………………………………………………………

……………………………………………………

[資料7-28] 子どものICT利用に関する保護者の期待[学年別]
 （複数回答）
[資料7-29] 子どものICT利用に関する保護者の不安[学年別]
 （複数回答）
[資料7-30] 子どもに携帯電話の利用を教える場合に保護者が感じる不安
 [学年別]（複数回答）
[資料7-31] スマートフォン利用の親子間ルールの設定率[学年別]
 （複数回答）
[資料7-32] 子どもがスマートフォン利用の親子間ルールを破った際の行動
 [学年別]（複数回答）

[資料7-33]親子間の直接顔を合わせた会話時間[学年別]（単一回答）
[資料7-34]子どもが一人で過ごす時間[学年別]（単一回答）
[資料7-35] 親子間のメッセージ（LINEやメールなど）のやりとりの頻度
 [学年別]（単一回答）
[資料7-36] ペアレンタルコントールの利用状況[学年別]（単一回答）
[資料7-37] フィルタリングや利用制限などのペアレンタルコントロール
 利用率の年次推移[学年別]（単一回答）
[資料7-38] ペアレンタルコントロールの種類[学年別]（複数回答）
[資料7-39] 校内での私物の携帯電話の利用ルール[学年別]（単一回答）
[資料7-40] 校内での私物の携帯電話の利用ルール[地域別]（単一回答）

218
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…

本章では、調査対象を小中学生やその保護者としている
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[資料7-28]
子どものICT利用に関する保護者の期待［学年別］(複数回答)
● すべての学年で、「情報を適切に収集する力が身につく」が最も高い。
● コミュニケーションが取りやすくなる」は、小学生では「家族とのコミュニケーション」が高いが、中学生になると「家族以外の
 人とのコミュニケーション」への期待が高くなる。

注：小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

小1～小3(n=421) 小4～小6(n=436)　 中1～中3(n=438)  

家族とコミュニケーションが取りやすくなる

家族以外の人とのコミュニケーションが取りやすくなる

情報を適切に収集する力が身につく

情報発信の方法が身につく

外国語の勉強に役立つ

勉強の励みになる

3939
4343

3939

3232
4141

5050

4242
4747

5353

1717
1919
2020

1212
1111

1717

2828
2525

3030
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子どものICT利用に関する保護者の不安[学年別](複数回答)
● 学年が低い保護者のほうが不安が高く、学年が上がると下がっていく傾向。
● 「長時間利用による健康への悪影響」が全学年で最も高い。

[資料7-29]

注：小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

小1～小3(n=420) 小4～小6(n=433)　 中1～中3(n=438)  

常にスマホ・ケータイの利用を優先し、
いつも視聴しているなどスマホへの依存

LINE、メール、掲示板への投稿の内容により
友だちとトラブルになること

長時間利用による健康への悪影響

子どもが自分自身の個人情報を公開すること

不適切な出会い系サイトやアダルトサイトを
閲覧すること

子どもの個人情報が行政や企業に利用されること

ブルーライトによる健康への悪影響

料金（例：高額、有料のものを使用する）

電磁波による健康への悪影響

7070
6161

5757

6161
5656

4141

5656
4949

4141

6060
4747

3535

5555
4747

3434

4545
3737

2929

4141
3434

2727

2626
2121

1818

3535
2929

1818

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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[資料7-30]
子どもに携帯電話の利用を教える場合に保護者が感じる不安［学年別］(複数回答）
● 学年が低い保護者のほうが不安が高く、学年が上がると下がっていく傾向。
● 「安全な使い方」が約6～７割と、全学年で最も不安が高い。
● 「端末やアプリの操作方法」はいずれの学年も比較的不安に感じる割合は低い傾向で、いずれも２割以下。

注：小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

小1～小3(n=422) 小4～小6(n=436)　 中1～中3(n=438) 

安全な使い方(悪質サイト・アプリの見分け方)

使いすぎないための時間管理の方法

他人に迷惑をかけない利用マナー

QRコード決済や課金・ネット購入などお金の使い方

友だちとの通話やメッセージでの連絡の取り方

家族以外の大人との通話やメッセージでの連絡の取り方

端末やアプリの操作方法

不安は特にない

7272
6868

5555

6060
5454

4444

4747
4444

3232

5656
4949

3939

4848
4747

2929

3838
2929

2222

1414
1111

99

99
1010

1515

0% 10% 20% 30% 40% 50% 80%70%60%
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[資料7-31]
スマートフォン利用の親子間ルールの設定率［学年別］（複数回答）
● 「料金」（課金）に関するルールは全学年で高い傾向。
● 「場所や時間」に関するルールは小学生で高い。
● 「個人情報」に関するルールは中学生で高い。

注：スマートフォンを利用する小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

 場所や時間　 料金（課金） 個人情報
（%）

 

小1～小3(n=78) 小4～小6(n=201) 中1～中3(n=363)
スマホを使うのは決められた時間
だけ（夜〇〇時まで、〇時間以内
など）

勝手に課金・ネット購入をしない

食事中にスマホを利用しない
アプリをダウンロードするときは
保護者に相談し、追加料金がかから
ないようにする

勝手に課金・ネット購入をしない
スマホを使うのは決められた時間
だけ（夜〇〇時まで、〇時間以内
など）

アプリをダウンロードするときは
保護者に相談し、追加料金がかから
ないようにする

個人情報や本人だと特定できる
写真をネット上にアップしない

歩行中や自転車をのりながらスマ
ホを利用しない

食事中にスマホを利用しない

面識のない人とは連絡や連絡先の
交換をしない

歩行中や自転車をのりながらスマ
ホを利用しない

個人情報や本人だと特定できる
写真をネット上にアップしない

個人情報や本人だと特定できる
写真をネット上にアップしない

勝手に課金・ネット購入をしない

個人情報や本人だと特定できる
写真をネット上にアップしない

面識のない人とは連絡や連絡先の
交換をしない

アプリをダウンロードするときは
保護者に相談し、追加料金がかから
ないようにする

スマホを使うのは決められた時間
だけ（夜〇〇時まで、〇時間以内
など）

食事中にスマホを利用しない

LINE・X・掲示板などで個人情報や
友だちの悪口を書かない

76

76

76

67

59

58

49

79

74

71

60

57

56

55

86

63

63

63

62

60

60
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子どもがスマートフォン利用の親子間ルールを破った際の行動[学年別](複数回答)
● 親子間ルールを破った際には「子どもに注意する」が全学年で約7割～８割と最も高い。
● 小学生高学年以上は、次いで「子どもと話し合う」が高いが、低学年は「子どもからスマートフォンを取り上げる」が高い。

[資料7-32]

注：スマートフォン利用で親子間ルールを設定している小中学生の保護者が回答。「もしお子さまが携帯電話利用の親子間ルールを破ったらどうしますか。当てはまるものをすべてお選びください」と質問。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

小1～小3(n=75) 小4～小6(n=190)　 中1～中3(n=330)  

子どもに注意する

子どもからスマホを取り上げる

子どもと話し合う

端末の利用時間や利用アプリを制限するような
設定をする

7272

7676

7272

5151

3535

2828

3939

5656

5353

2727

3232

2828

0% 10% 20% 30% 40% 50% 80%70%60%
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親子間の直接顔を合わせた会話時間[学年別]（単一回答）
● 会話時間は学年が上がるに伴い減少する傾向。
● 毎日2時間以上会話する割合は、小1～小3では約8割だが、中学生では約6割。

[資料7-33]

注：小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

 毎日5時間以上　 毎日2時間以上5時間未満 毎日1時間以上2時間未満
毎日1時間未満　　 毎日は顔を合わせて会話はしない

    

小1～小3(n=421)

小4～小6(n=436)

中1～中3(n=436)

0% 20%10% 40%30% 60%50% 80% 90%70% 100%

3535 4747 1111 66 22

2727 4848 1616 77 22

1717 4343 2323 1515 22
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子どもが一人で過ごす時間[学年別]（単一回答）
● 子どもが一人で過ごす時間は学年が上がるにつれて拡大。
● 毎日2時間以上の割合は、小学生低学年が1割弱、高学年が約2割、中学生が4割弱。

[資料7-34]

注：小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

0% 20%10% 40%30% 60%50% 80% 90%70% 100%

 毎日5時間以上　 毎日2時間以上5時間未満
毎日1時間以上2時間未満　　 毎日1時間未満

    

小1～小3(n=421)

小4～小6(n=434)

中1～中3(n=437)

00

77 2020 7373

2020 3232 464622

88 3636 3131 2525
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親子間のメッセージ(LINEやメールなど)のやりとりの頻度[学年別]（単一回答）
● 親子間のメッセージ利用頻度は学年が上がると多くなる傾向。
● 中学生は、ほぼ毎日が2割を超え、週に1回までで約8割となる。

[資料7-35]

注：小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

 ほぼ毎日　 週に4、5回くらい 週に2、3回くらい　 週に1回くらい
月に2、3回くらい　　 月に1回より少ない　　　 メッセージのやりとりはしない　　

    

小1～小3(n=421)

小4～小6(n=434)

中1～中3(n=437)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

55 99 77 6666 656511

77 1717 1111 99 88 35351414

2424 1212 3030 1111 77 66 1010
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ペアレンタルコントールの利用状況[学年別]（単一回答）
● 小学生は約８割、中学生は６割強がペアレンタルコントロールを利用。
● 中学生は「契約時に利用していたが現在は利用していない」が15%。

[資料7-36]

注：小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

  契約時から利用している　 契約時は利用していなかったが、現在は利用している
契約時に利用していたが現在は利用していない　　 契約時から利用していない

小学生(n=241)

中学生(n=337)

0% 20%10% 40%30% 60%50% 80% 90%70% 100%

6363 22 1515

7373 55 33 1919

2121

モバイル社会白書2025年版

2217章　子どものICT利用



フィルタリングや利用制限などのペアレンタルコントロール利用率の年次推移[学年別]（単一回答）
● 小学生は全体的には横ばい。
● 中学生は2021年が最も低く、以降やや上昇傾向。

[資料7-37]

注1：関東の小中学生を持つ保護者が回答。
注2：「あなたのお子さまの携帯電話はフィルタリングや利用制限などの、ペアレンタル・コントロール・サービスを利用できますか。また、実際に利用していますか」と質問。
注3：スマートフォンを所有している子の親が対象。
出典：2018～ 2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

6464

7474 7070
7474

7878 78787979

6767

6666
5959

5555 5757
6262

6969

2018年
(n=162)

2019年
(n=99)

2020年
(n=179)

2021年
(n=275)

2022年
(n=253)

2023年
(n=244)

2024年
(n=202)

小学生 中学生
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ペアレンタルコントロールの種類[学年別]（複数回答）
● 「閲覧内容のフィルタリング」が最も高く約８割、次いで「コンテンツの購入、ダウンロード制限」が約６割。[資料7-38]

注1：小中学生の保護者が回答。
注2：専用のスマートフォンを所有し、ペアレンタルコントロールを実施している人が対象。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

小学生(n=187) 中学生(n=212) 

閲覧内容のフィルタリング

端末の利用時間の制限

家族の所在地確認

アプリごとの利用時間の確認・制限

コンテンツの購入、ダウンロード制限

7979

8484

4848

5050

4848

4040

3535

3939

6161

6464

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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校内での私物の携帯電話の利用ルール[学年別]（単一回答）
● 「持ち込みは一律禁止」が、全学年で約6割。
● 持ち込める中では「原則持ち込みは禁止だが、家庭から申請をすれば持ち込みが認められる」が最も高く、全学年で25%程度。

[資料7-39]

注：小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

持ち込んだ端末を授業中も利用できる(または特段ルールはない）
授業中は使えないが、校内で自由時間には使える（授業中に先生に預ける必要はない）
授業中のみ先生に預ける（校内では自由時間には使える）
持ち込めるが、校内では使えない（登校時に先生に預ける必要はない）
持ち込めるが、登校時に先生に預ける
原則持ち込みは禁止だが、家庭から申請をすれば持ち込みが認められる
持ち込みは一律禁止

小1～小3(n=415)

小4～小6(n=431)

中1～中3(n=437)

0% 20% 30%10% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

00 00

00

00

11 252555 57571111

77 44 2424 636311

22 66 77 2525 6060
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校内での私物の携帯電話の利用ルール[地域別]（単一回答）
● 東海は「持ち込みは一律禁止」が高く８割を超える。[資料7-40]

注：小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

持ち込んだ端末を授業中も利用できる(または特段ルールはない）
授業中は使えないが、校内で自由時間には使える（授業中に先生に預ける必要はない）
授業中のみ先生に預ける（校内では自由時間には使える）
持ち込めるが、校内では使えない（登校時に先生に預ける必要はない）
持ち込めるが、登校時に先生に預ける
原則持ち込みは禁止だが、家庭から申請をすれば持ち込みが認められる
持ち込みは一律禁止

北海道・東北(n=137)

関東(n=424)

北陸・甲信越(n=79)

東海(n=169)

近畿(n=207)

中国・四国(n=108)

九州・沖縄(n=159)

全国(n=1,283)

0% 20% 30%10% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

001111 151599 64641010

001100 252533 616188

11 33 00 25251010 535388

00 44 00 6644 848422

001100 363644 49491010

001100 323299 47471010

110011 303066 565677

001100 252555 606088
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7章
子どものICT利用

ポイント

4節

● 全国では約８割が貸与された「タブレット」「パソコン」のいずれかを家庭で利用している（資料7-41）。
● 貸与、自宅のタブレット・パソコンともに「宿題での活用」が最も多く、それぞれ７割と約３割（資料7-45）。
● 学校の授業でのタブレット・パソコンの使用、小学生高学と中学生は「ほぼ毎日」が約３割、週に１回以上
実施で約７割（資料7-51）。

学校との関わり
タブレット・パソコンの利用、貸与された端末の活用、オンライン授業の感想

227

228

229

230
231
232

233

…………………………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………

……………………………………………………
…………

…

…………………………………………………………………

[資料7-41] 学校から貸与されたタブレット・パソコンの家庭での利用[地域別]
 （複数回答）
[資料7-42] 学校から貸与されたタブレット・パソコンの家庭での利用年次推移
 [学年別]（複数回答）
[資料7-43] 学校から貸与されたタブレット・パソコンの家庭利用時の制限
 [学年別]（単一回答）
[資料7-44] 学校から貸与されたタブレット・パソコンの家庭利用時の制限
 [地域別]（単一回答）
[資料7-45] 家庭でのタブレット・パソコンの活用状況（複数回答）
[資料7-46] タブレット・パソコンの宿題での活用状況[地域別]（単一回答）
[資料7-47] 家庭で所有するタブレット・パソコンの利用年次推移[学年別]
 （単一回答）

[資料7-48] 家庭で所有するタブレット・パソコンの利用[地域別]
 （単一回答）
[資料7-49] 学校の中でのタブレット・パソコンの活用状況［学年別]
 （複数回答）
[資料7-50] 学校の中でのタブレット・パソコンの活用状況［地域別]
 （複数回答）
[資料7-51] 学校の授業でのタブレット・パソコンの使用頻度［学年別]
[資料7-52] 学校の授業でのタブレット・パソコンの使用頻度［地域別]
[資料7-53] パソコンやタブレットを使った授業への評価（複数回答）
[資料7-54] パソコンやタブレット、スマートフォンを使った勉強の感想
 （単一回答）

234

235

236
237
238
239

240

…………………………………………………………………

…………………………………………………………………

…………………………………………………………………
……
……
……

…………………………………………………………………

本章では、調査対象を小中学生やその保護者としている
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学校から貸与されたタブレット・パソコンの家庭での利用[地域別]（複数回答）
● 全国では約８割が貸与された「タブレット」「パソコン」のいずれかを家庭で利用している。[資料7-41]

注1：小中学生の保護者が回答。
注2：「タブレット・パソコン」はタブレット・パソコンいずれか、または両方を利用している小中学生の保護者の回答を集計。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

 北海道・東北(n=140)　 関東(n=430) 北陸・甲信越(n=80)　 東海(n=170)
近畿(n=210)　　 中国・四国(n=110)　　　 九州・沖縄(n=160) 全国(n=1300)　　

 

5353

7878

6161
66666464 6262

2323
2727

2121

1111

2727

1717 1616
2222

6767

8585

7373

8888 8686

7878 7979 8181

6161

4646

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%
タブレット パソコン タブレット・パソコン
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学校から貸与されたタブレット・パソコンの家庭での利用年次推移[学年別]（複数回答）
● 貸与された「タブレット」「パソコン」利用は2021年に大幅に増加。
● 全学年の８割以上が貸与された「タブレット」「パソコン」のいずれかを家庭で利用している。

[資料7-42]

注1：関東の小中学生の保護者が回答。
注2：「タブレット・パソコン」はタブレット・パソコンいずれか、または両方を利用している小中学生の保護者の回答を集計。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

小1～小3 小4～小6 中1～中3

小1～小3：2020年（n=115）、2021年（n=162）、2022年（n=195）、2023年（n=195）、2024年（n=422）
小4～小6：2020年（n=115）、2021年（n=162）、2022年（n=204）、2023年（n=204）、2024年（n=438）
中1～中3：2020年（n=120）、2021年（n=175）、2022年（n=201）、2023年（n=201）、2024年（n=440）

4747
4141

6262
6565 6464

5151

6565

5656

00 11 11

2323
1616

2121
1515
2222 2424 2323

2929
2323 252527272727

33 33 66

5656

6767
6262

7171

8282

7474

8585
7878

8282
8787

8181
8686

4545

6060
54545555

33

パソコン タブレット・パソコンタブレット

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%
33 55
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学校から貸与されたタブレット・パソコンの家庭利用時の制限[学年別]（単一回答）
● 約6～7割が「決められたアプリ、コンテンツ内の利用のみ可能」。
● 「自宅への持ち帰り禁止」は全学年１割程度。

[資料7-43]

注1：小中学生の保護者が回答。
注2：学校からタブレット・パソコンが貸与された子が対象。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

閲覧サイト制限など一切なく自由に外部のサイトにアクセスできる
一定の閲覧制限（有害サイトの閲覧禁止等）はあるが、ある程度自由に外部のサイトにアクセスできる
決められたアプリ、コンテンツ内の利用のみ可能
自宅への持ち帰りは禁止されている（学校のみ利用）

171722 6666 1515

22 2020 6969 99

33 2727 6262 88

小1～小3(n=324)

小4～小6(n=362)

中1～中3(n=342)
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学校から貸与されたタブレット・パソコンの家庭利用時の制限[地域別]（単一回答）
● 地域差では大きな違いはない。[資料7-44]

注1：小中学生の保護者が回答。
注2：学校からタブレット・パソコンが貸与された子が対象。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

閲覧サイト制限など一切なく自由に外部のサイトにアクセスできる
一定の閲覧制限（有害サイトの閲覧禁止等）はあるが、ある程度自由に外部のサイトにアクセスできる
決められたアプリ、コンテンツ内の利用のみ可能
自宅への持ち帰りは禁止されている（学校のみ利用）

7575202000 55

262633 5757 1414

111144 7979 66

171733 6868 1212

212122 7373 44

202033 6666 1111

33 6262 1414

212122 6666 1111

2121

北海道・東北(n=92)

関東(n=355)

北陸・甲信越(n=53)

東海(n=145)

近畿(n=180)

中国・四国(n=80)

九州・沖縄(n=123)

全国(n=1028)
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家庭でのタブレット・パソコンの活用状況（複数回答）
● 貸与、自宅のタブレット・パソコンともに「宿題での活用」が最も多く、それぞれ7割と約3割。
● 学校関連の利用は、学校から貸与されたタブレット・パソコンの利用のほうが自宅のタブレット・パソコンより多い。

[資料7-45]

注：小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

学校から貸与されたタブレット・パソコン 自宅のタブレット・パソコン  

学校から貸与(n=1038) 自宅(n=1022）

オンライン授業

宿題での活用

健康観察の報告

出欠の報告

連絡事項

その他

1515

66

7070

2828

55

33

44

1010

2828

55

11

1919
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タブレット・パソコンの宿題での活用状況[地域別]（単一回答）
● 地域間で利用状況には大きな差はない。[資料7-46]

注：小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

学校から貸与されたタブレット・パソコン 自宅のタブレット・パソコン  

北海道・東北（学校貸与n=94、自宅n=88)

関東（学校貸与n=357、自宅n=349)

北陸・甲信越（学校貸与n=55、自宅n=61)

東海（学校貸与n=146、自宅n=138)

近畿（学校貸与n=180、自宅n=177)

中国・四国（学校貸与n=81、自宅n=90)

九州・沖縄（学校貸与n=125、自宅n=119)

全国（学校貸与n=1038、自宅n=1022)

7171
2626

8080
2626

6767
2424

6262
3030

7777
3333

2929
6868

2929

7070
2828

7171
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家庭で所有するタブレット・パソコンの利用年次推移[学年別]（単一回答）
● 家庭で所有するタブレット・パソコンの利用は2021年に大きく上昇、その後おおむねやや減少。[資料7-47]

注1：関東の小中学生の保護者が回答。
注2：「タブレット・パソコン」はタブレット・パソコンいずれか、または両方を利用している小中学生の保護者の回答を集計。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

小1～小3 小4～小6 中1～中3

小1～小3：2020年（n=115）、2021年（n=162）、2022年（n=195）、2023年（n=195）、2024年（n=142）
小4～小6：2020年（n=115）、2021年（n=162）、2022年（n=204）、2023年（n=204）、2024年（n=144）
中1～中3：2020年（n=120）、2021年（n=175）、2022年（n=201）、2023年（n=201）、2024年（n=144）

4747
4444

4949
4646 44444242 4444

3939

55

14141515

3434

1717

3232

1818

3636

2424

1313

2222
2727

1515

2222

3333
2929
33333333

6161

6969
6363

5555

6363
5858 5858

54545555
4949

5858
53535454

4848

4242
4545

2323

パソコン タブレット・パソコンタブレット
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家庭で所有するタブレット・パソコンの利用[地域別]（単一回答）
● 関東はパソコンが他の地域に比べて高い。
● 北陸、甲信越はタブレットが他の地域に比べて高い。

[資料7-48]

注：小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

タブレット パソコン　 タブレット・パソコン  

北海道・東北(n=140)

関東(n=430)

北陸・甲信越(n=80)

東海(n=170)

近畿(n=210)

中国・四国(n=110)

九州・沖縄(n=160)

全国(n=1300)

6666

1010
4040

4242
2424

5353

5555
1818

3434

4242
1717

5252

4040
1616

4646

4343
1414

5151

3131
1515

3939

4040
1818

4949
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学校の中でのタブレット・パソコンの活用状況［学年別］（複数回答）
● 全学年でリアルタイムの授業で活用されている割合が約９割と最も高い。[資料7-49]

注：小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

小1～小3(n=317) 小4～小6(n=353)　 中1～中3(n=340)  

授業での活用（リアルタイム）

授業での活用（録画）

課外活動での活用

その他

88.688.6

88.188.1

87.487.4

17.417.4

27.527.5

20.620.6

17.417.4

2121

19.119.1

3.53.5

2.82.8

3.23.2
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学校の中でのタブレット・パソコンの活用状況［地域別］（複数回答）
● 地域間で利用状況には大きな差はない。[資料7-50]

注：小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

授業での活用（リアルタイム） 授業での活用（録画）   

北海道・東北(n=86)

関東(n=349)

北陸・甲信越(n=54)

東海(n=141)

近畿(n=176)

中国・四国(n=82)

九州・沖縄(n=122)

合計(n=1010)

8686
2424

9191

2424

2626

9191

1818
8787

8989
2121

8484

8383

1515

8888

1818

2222
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学校の授業でのタブレット・パソコンの使用頻度[学年別]
● 小学生高学年と中学生は「ほぼ毎日」が約3割、週に1回以上実施で約7割。[資料7-51]

注：小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

ほぼ毎日　 週に2、3回くらい 週に1回くらい
月に2、3回くらい　　 月に1回より少ない 全く実施していない

  

3131 2626 1212 1717 55 88

3131 2727 1212 1919 7755

1717 18182121 2020 1212 1212

中1～中3(n=419)

小4～小6(n=427)

小1～小3(n=408)
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学校の授業でのタブレット・パソコンの使用頻度[地域別]
● 中国・四国の実施頻度が最も高い。[資料7-52]

注：小中学生の保護者が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

ほぼ毎日　 週に2、3回くらい 週に1回くらい
月に2、3回くらい　　 月に1回より少ない 全く実施していない

  

1818

2828

2222

2727 1818 2020 88 88

2525 1515 1616 88 88

2828 1414 2020 55 1111

2626 1515 1717 2222 121288

2626 2626 1010 2222 9977

3636 2626 1010 1919 4466

2828 2828 1212 1616 111166

北海道・東北(n=131)

関東(n=414)

北陸・甲信越(n=79)

東海(n=162)

近畿(n=204)

中国・四国(n=108)

九州・沖縄(n=156)
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[資料7-53]
パソコンやタブレットを使った授業への評価（複数回答）
● 良い点トップ「インターネットでの禁止事項・注意点が理解できた」が約８割。
● 悪い点トップ「タブレットやパソコンを持って帰るときに重く、通学時が大変になった」約７割。
● 先生については、「上手に進めてくれている」、「わからないときに詳しく教えてくれた」が7～8割と高評価。

注：小中学生自身が回答。パソコンやタブレットを使った授業を実施したことがある1232名が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

良
い
点

悪
い
点

先 

生

インターネットでの禁止事項・注意点が理解できた

他の人の意見や回答が見られるので参考になった

どこまで勉強が進んでいる、
理解しているがわかりやすくなった

自分の意見が言いやすい

タブレットやパソコンを持って帰る時に重く、
通学時が大変になった

インターネットが繋がらない、
あるいは動画がとまったりした

パソコンやタブレット端末の操作方法が難しかった

目が疲れたり、肩がこったりして、健康がわるくなった

上手に進めてくれている

わからないことがあった時、
先生は詳しく教えてくれた

先生が大変そうだ

8282

7171

6363

5555

7171

5656

3030

2323

7373

3535

8181

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 90%80%

モバイル社会白書2025年版

2397章　子どものICT利用



パソコンやタブレット、スマートフォンを使った勉強の感想（単一回答）
● 「わかりやすい」9割弱、「好きだ」8割弱、「勉強が楽しくなる」7割弱。
● 一方、「遊んでしまうことが多い」が5割弱。

[資料7-54]

注：小中学が回答。パソコンやタブレット、スマートフォンを使った勉強を実施したことがある1204名が回答。
出典：2024年子どものケータイ利用に関する調査（訪問留置）

 そう思う　 すこしそう思う
あまりそう思わない　　 思わない

    

4545 4141 1111 33

4646 3232 1515 66

3636 3232 2424 88

2020 2929 2727 2424

2525 3131 3232 1111

2525 3232 3333 1010

1010 2222 3434 3434

わかりやすい

好きだ

勉強が楽しくなる

遊んでしまうことが多い

やる気がでる

集中できる

操作を面倒に感じる
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